
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力したオーディオ信号波形に基づいて、スピーカ駆動用のパル
ス信号を得るスイッチング手段と、
　上記スイッチング手段の入力又は出力の異常を検出した場合に、上記スイッチ
ング手段のスイッチング動作を停止させ 保護手段と、
　
　

　

　上記検出手段が スイッチング 動作が停止していることを検出したとき、上記
保護手段による保護動作をリセットさせて、上記スイッチング手段によるパルス信号の出
力を再開させる制御手段とを備えた
　スイッチングアンプ装置。
【請求項２】
　請求項 記載のスイッチングアンプ装置において、
　上記スイッチング手段が出力するスピーカ駆動用のパルス信号は、上記検出手
段が備えるフィルタ手段とは別のフィルタ手段で高周波成分を除去して、スピー
カに供給する
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て保護動作を行う
上記スイッチング手段が出力するパルス信号を平滑化するフィルタ手段と、
上記フィルタ手段の出力電圧を所定の閾値と比較し上記パルス信号が停止していること

を判定する判定手段と、
上記判定手段によって上記パルス信号が停止状態と見なしたとき、上記スイッチング手

段のスイッチング動作が停止していることを検出する検出手段と、
上記 手段の

１



　 スイッチングアンプ装置。
【請求項３】
　請求項１記載のスイッチングアンプ装置において、
　所定の回数連続してスイッチング動作が停止していることを上記検出手段が検
出したとき、上記制御手段は上記保護手段による保護動作をリセットさせ
　 スイッチングアンプ装置。
【請求項４】
　請求項 記載のスイッチングアンプ装置において、
　上記制御手段は、上記リセットの直後に、さらに上記スイッチング動作が停止
していることを上記検出手段が検出したときには、上記制御手段はリセットを行
わない
　 スイッチングアンプ装置。
【請求項５】
　入力したオーディオ信号波形に基づいて、スピーカ駆動用のパルス信号を得るスイッチ
ングステップと、
　上記スイッチングステップの入力又は出力の異常を検出した場合に、上記スイッチング
ステップのスイッチング動作を停止させ 保護ステップと、
　
　

　

　上記検出ステップが スイッチング が停止していることを検出したとき、上
記保護ステップによる保護動作をリセットさせて、上記スイッチングステップによるパル
ス信号の出力を再開させる
　 スイッチングアンプの 制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、オーディオ信号をスピーカ駆動用に増幅させるオーディオパワーアンプ装置
に関し、特にＰＷＭ（ Pulse Width Modulation：パルス幅変調）方式などに変調された信
号でスイッチング手段を直接駆動して電源増幅を行うスイッチングアンプ装置及びスイッ
チングアンプの 制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、オーディオ信号をスピーカ駆動用に増幅させるパワーアンプ装置が各種製品化され
ている。このオーディオ信号を増幅させるパワーアンプ装置の１つの方式として、入力し
たデジタルオーディオ信号を変調した信号で、直接電源をスイッチングして、オーディオ
信号を増幅させるデジタルパワーアンプ装置と称されるものが開発されている。このデジ
タルパワーアンプ装置の場合には、例えば入力したデジタルオーディオ信号に基づいて、
パルス幅変調（ＰＷＭ）されたＰＷＭ波（以下このＰＷＭ波をＰＷＭ信号を称する）を生
成させ、このＰＷＭ信号により安定化された電源を高速でスイッチングさせ、そのスイッ
チングされた電源をフィルタに供給して、オーディオ信号成分を抽出させる処理を行って
、スピーカ駆動信号を得るようにしたものである。
【０００３】
ＰＷＭ信号は、アナログオーディオ信号の波形レベルの大小に応じてパルス幅変調された
信号であり、そのＰＷＭ信号により、電源をスイッチングするスイッチング手段（パワー
スイッチ）のオン・オフを制御するものである。
【０００４】
そして、スイッチング手段でＰＷＭ信号によりスイッチングされた電源を、ローパスフィ
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ことを特徴とする

ない
ことを特徴とする

１

ことを特徴とする

て保護動作を行う
上記スイッチングステップが出力するパルス信号を平滑化するフィルタステップと、
上記フィルタステップの出力電圧を所定の閾値と比較し上記パルス信号が停止している

ことを判定する判定ステップと、
上記判定ステップによって上記パルス信号が停止状態と見なしたとき、上記スイッチン

グ手段のスイッチング動作が停止していることを検出する検出ステップと、
上記 ステップ

ことを特徴とする 保護回路

保護回路



ルタに供給して、高域成分をカットしてオーディオ信号帯域の成分を抽出することで、電
源電圧に対応した出力のスピーカ駆動用の増幅信号が得られるものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、このようなデジタルパワーアンプ装置の場合には、スピーカ駆動用の増幅信号
を得るスイッチング手段に、何らかの保護回路が必要である。即ち、例えばスピーカ接続
端子が、何らかの金属物で短絡された場合や、スイッチング手段に供給する電源に、何ら
かのノイズが混入したり、静電気が発生した場合には、スイッチング手段に直接これらの
影響があるため、保護回路を設けて、これらの異常が発生した際には、スイッチング手段
の動作を停止させるように構成する必要がある。
【０００６】
ところが、この保護回路が作動すると、入力オーディオ信号のアンプ動作が完全に停止し
てしまい、いわゆる無音状態となってしまう。従来のデジタルパワーアンプ装置で、この
無音状態から復帰させるためには、リセット釦がある場合には、そのリセット釦をユーザ
が操作する必要があり、またリセット釦がない場合には、パワーアンプ装置の電源を入れ
直す操作を行う必要があった。
【０００７】
このように、従来のデジタルパワーアンプ装置の場合には、ユーザが手動で操作しないと
、保護回路が作動した状態から復帰させることは不可能であり、煩わしい問題があった。
【０００８】
また、ユーザから見た場合には、入力したオーディオ信号が無音状態の信号波形であるた
めに、スピーカの出力が無音状態になっているか、或いはパワーアンプ装置の保護回路が
作動しているために、スピーカの出力が無音状態になっているのか、迅速に判断すること
は困難であり、通常はある程度様子を見ないと判らないものであり、ユーザによる迅速な
対処は困難であった。
【０００９】
また、このように従来のデジタルアンプ装置の保護回路の場合には、一旦作動してしまう
と、その復帰に手間がかかるために、なるべく保護回路を作動させなくても良いように、
構成する工夫が必要であった。具体的には、例えばアンプ装置の内部に大型のシールドケ
ースを設置したり、ノイズ対策用のコンデンサやダイオードなどを回路に追加する等して
、外部からのノイズの影響を軽減させるようにしてあり、このような対処のために、デジ
タルアンプ装置の製造コストを上昇させてしまう問題があった。
【００１０】
本発明はかかる状況に鑑みてなされたものであり、スイッチング素子を使用したアンプ装
置の保護回路の復帰が、自動的に行えることを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、入力したオーディオ信号波形に基づいてスピーカ駆動用のパルス信号を得る
スイッチング手段と、スイッチング手段の入力又は出力の異常を検出した場合にスイッチ
ング手段のスイッチング動作を停止させ 保護手段と、

検出手段がスイッチング 動作が停止している
ことを検出したとき保護手段による保護動作をリセットさせてスイッチング手段によるパ
ルス信号の出力を再開させる制御手段とを備えたものである。
【００１２】
本発明によると、保護手段が作動したとき、自動的に制御手段が保護動作をリセットさせ
る動作が実行されて、スイッチング手段によるスピーカ駆動用のパルス信号の出力が再開
されるようになる。

10

20

30

40

50

(3) JP 3882579 B2 2007.2.21

て保護動作を行う スイッチング手段
が出力する上記パルス信号を平滑化するフィルタ手段と、フィルタ手段の出力電圧を所定
の閾値と比較しパルス信号が停止していることを判定する判定手段と、判定手段によって
上記パルス信号が停止状態と見なしたとき、スイッチング手段のスイッチング動作が停止
していることを検出する検出手段と、 手段の



【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して、本発明の一実施の形態について説明する。
【００１４】
図１は、本例のデジタルパワーアンプ装置１０の全体構成を示す図である。図１では説明
を簡単にするために、１チャンネルの処理構成だけを示してあるが、実際には２チャンネ
ルなど複数チャンネルのオーディオ信号を処理できるように構成される。
【００１５】
本例のデジタルパワーアンプ装置１０は、外部のオーディオ信号源（図示せず）から端子
１１に得られるデジタルオーディオ信号を、ゲインコントロール部１２に供給して、ゲイ
ン調整を行い、そのゲイン調整されたデジタルオーディオ信号を、デジタルシグマ変換器
１３で、１ビット方式のデジタルオーディオデータに変換し、変換された１ビット方式の
デジタルオーディオデータを、信号処理部１４に供給し、スイッチング素子を駆動するた
めのＰＷＭ信号を生成させる。
【００１６】
信号処理部１４で生成されたＰＷＭ信号は、スイッチング増幅部１５に供給し、電源回路
１８から供給される安定化された直流電源を、ＰＷＭ信号に基づいてオン・オフ制御し、
電源にオーディオ信号成分を重畳させる。本例のスイッチング増幅部１５は、集積回路で
構成されており、スイッチング増幅部１５が備えるスイッチング素子としては例えば電界
効果トランジスタを使用する。スイッチング増幅部１５でスイッチングされた信号は、ロ
ーパスフィルタ（ＬＰＦ）１６に供給して、スイッチングにより発生した高周波成分を除
去してオーディオ信号成分だけを抽出し、その抽出されたオーディオ信号成分を、スピー
カ駆動信号としてスピーカ接続端子１７に接続されたスピーカ装置１に供給し、このスピ
ーカ装置１から所定の音量でオーディオ（音声）を出力させる。
【００１７】
なお、スイッチング素子は、後述する保護回路１５ａが作動しているとき以外は、常時ス
イッチング動作を行うようにしてあり、例えば無音状態のときでも、一定の周波数のパル
ス信号が出力されるようにしてある。ローパスフィルタ１６でのスイッチング周波数に相
当する高周波成分の除去を行うことで、オーディオ信号成分だけが、スピーカ装置側に供
給されるようになる。例えば、スイッチング素子で約２５０ＫＨｚのパルス信号を生成さ
せるようにしてあり、ローパスフィルタ１６でこの約２５０ＫＨｚの信号成分を除去して
、いわゆる可聴帯域（例えば数十ｋＨｚ程度まで）のオーディオ信号成分が、スピーカ接
続端子１７から出力されるようにしてある。
【００１８】
また、このデジタルパワーアンプ装置１０は、各種操作キーや音量調整用のボリュームつ
まみ等で構成される操作部１９を備えて、この操作部１９の操作状況をＣＰＵ２０が判断
して、ＣＰＵ２０が音量調整などの各種制御を行うようにしてある。
【００１９】
ここで、本例のスイッチング増幅部１５は、保護回路１５ａを内蔵させてある。保護回路
１５ａは、電源回路１８からスイッチング増幅部１５に入力する電源の異常、入力するＰ
ＷＭ信号の異常、スイッチング素子でスイッチングされた出力の異常（短絡など）を検出
して、その異常検出時には、全てのチャンネルのスイッチング素子でのスイッチング動作
を停止させて、このスイッチング増幅部１５からの出力、即ち、スピーカ接続端子１７か
らのスピーカ駆動信号の出力を停止させる構成としてある。
【００２０】
この保護回路１５ａは、ＣＰＵ２０から供給されるリセット信号により、保護動作が実行
されたときのその保護動作のリセットが行われるようにしてある。
【００２１】
ＣＰＵ２０は、この保護回路１５ａが作動して、スイッチング素子でのスイッチング動作
が停止しているか否か判断するために、スイッチング増幅部１５の出力を判断する構成と
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してある。即ち、スイッチング増幅部１５内の何れか１チャンネルのスイッチング素子の
出力を、ローパスフィルタ２１で平滑化して、そのローパスフィルタ２１の出力を、ＣＰ
Ｕ２０のアナログ／デジタル変換器２２に供給して、電圧値に対応したデータに変換し、
そのアナログ／デジタル変換器２２で変換されたデータを、ＣＰＵ２０内で判断し、その
判断したデータに基づいて、保護回路１５ａにリセット信号を出力するようにしてある。
ここでのリセット信号の出力とは、リセット信号として、一時的にローレベル信号“Ｌ”
を保護回路１５ａに供給することであり、リセット時以外はＣＰＵ２０から保護回路１５
ａにハイレベル信号“Ｈ”を供給するようにしてある。リセット信号を出力する判定処理
については後述する。
【００２２】
ローパスフィルタ２１は、スピーカ接続端子１６側に設けられたローパスフィルタ１６と
は特性の異なるフィルタである。即ち、スイッチング増幅部１５内のスイッチング素子が
スイッチング動作を行っているときと、スイッチング動作を行っていないときで、異なる
電圧値となるようなフィルタとしてある。具体的には、例えばカットオフ周波数が３Ｈｚ
程度のローパスフィルタを使用して、ＰＷＭ信号で変調されたパルス信号の直流化を行う
ようにしてある。
【００２３】
図２は、本例のデジタルアンプ装置１０の保護動作に関係した構成を、より詳細に示した
図である。図２では、スイッチング増幅部１５として、２チャンネルの信号を処理する構
成として示してあり、左チャンネル用のスイッチング素子１５Ｌと、右チャンネル用のス
イッチング素子１５Ｒを備える。それぞれのチャンネル用のスイッチング素子１５Ｌ，１
５Ｒによりスイッチングされた出力信号を、各チャンネル毎のローパスフィルタ１６Ｌ，
１６Ｒを介して、スピーカ接続端子１７Ｌ，１７Ｒに供給する。ローパスフィルタ１６Ｌ
，１６Ｒは、スイッチングにより生じた高周波成分を除去するフィルタである。左右のチ
ャンネルのスピーカ接続端子１７Ｌ，１７Ｒには、各チャンネル用のスピーカ装置１Ｌ，
１Ｒが接続される。
【００２４】
ここで本例においては、一方のチャンネル（図２では右チャンネル）のスイッチング素子
１５Ｒの出力の一方の極に得られる信号を、ローパスフィルタ２１を介してＣＰＵ２０内
のアナログ／デジタル変換器２２に供給するように構成してある。ローパスフィルタ２１
としては、既に説明したように、カットオフ周波数が３Ｈｚ程度のフィルタである。ここ
では、例えば、抵抗器Ｒ１とダイオードＤ１とを直列に接続し、ダイオードＤ１と変換器
２２の入力との間に、抵抗器Ｒ２の一端と、コンデンサＣ１の一端と、ダイオードＤ２の
カソードとを接続し、抵抗器Ｒ２の他端と、コンデンサＣ１の他端と、ダイオードＤ２の
アノードとを、それぞれ接地側に接続させて、ローパスフィルタとして構成させてある。
【００２５】
このような構成のローパスフィルタ２１を通過させることで、ここではスイッチング素子
が正常にスイッチング動作を行っているときには、ローパスフィルタ２１の出力として、
０．８Ｖ以上の電圧となるようにしてあり、スイッチング素子によるスイッチング動作が
停止しているときには、０．８Ｖ未満のほぼ０Ｖに近い電圧となるようにしてある。即ち
、スイッチング素子が正常にスイッチング動作を行っているときには、例えば図３Ａに示
すように、約２５０ｋＨｚのパルス信号がスイッチング素子から出力される。このパルス
信号波形は、オーディオ信号波形により変化するが、無音状態のオーディオ信号の場合で
も、パルス信号の基本的な周波数は同じである。本例では、このパルス信号をローパスフ
ィルタ２１を通過させることで、０．８Ｖ以上の電圧となるようにしてある。これに対し
て、スイッチング素子がスイッチング動作を停止しているときには、図３Ｂに示すように
、０Ｖなどの一定電圧となる。
【００２６】
そして、ＣＰＵ２０では、アナログ／デジタル変換器２２の出力が０．８Ｖ以上のデータ
か否か判断するようにしてある。
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【００２７】
次に、ＣＰＵ２０での、アナログ／デジタル変換器２２の出力データに基づいた制御処理
を、図４のフローチャートを参照して説明する。
【００２８】
ＣＰＵ２０は、メインルーチン（ステップＳ１０）から、保護回路の動作状態の判定処理
がスタートするサブルーチンに移ると（ステップＳ１１）、アナログ／デジタル変換器２
２の出力データを読み込んで、ローパスフィルタ２１の出力電圧値を判定し記憶する（ス
テップＳ１２）。そして、このとき判定した電圧値が、０．８Ｖ未満か否か判断する（ス
テップＳ１３）。０．８Ｖ未満でない場合（即ち０．８Ｖ以上である場合）には、このサ
ブルーチンを終了し（ステップＳ１６）、ステップＳ１０のメインルーチンに戻る。その
後、約１０ｍｓの周期で、ステップＳ１１の保護回路の動作状態を判定するサブルーチン
に移る。
【００２９】
そして、ステップＳ１３の判断で、電圧値が０．８Ｖ未満であると判断したときには、前
回のサブルーチンで判定して記憶した電圧値が０．８Ｖ未満であったか否か判断する（ス
テップＳ１４）。ここで、前回判定した電圧値が０．８Ｖ以上であるときには、ステップ
Ｓ１６に移ってこのサブルーチンを終了し、ステップＳ１０のメインルーチンに戻る。そ
して、ステップＳ１４の判断で、０．８Ｖ未満であると判断したときには、ステップＳ１
５に移り、リセット信号を１０ｍｓ間、ローレベル信号“Ｌ”とし、その後ハイレベル信
号“Ｈ”に戻す処理を行い、その後ステップＳ１６に移って、このサブルーチンを終了す
る。
【００３０】
ステップＳ１５での１０ｍｓ間のローレベル信号“Ｌ”が、リセット信号として保護回路
１５ａに供給されることで、保護回路１５ａはリセット動作が行われて、保護回路１５ａ
の作動でスイッチング動作が停止しているスイッチング素子１５Ｌ，１５Ｒのスイッチン
グ動作が復帰するようになり、接続されたスピーカ装置からのオーディオの出力が再開さ
れる。
【００３１】
このようにＣＰＵ２０が制御動作を行うことで、ローパスフィルタ２１の出力電圧が、０
．８Ｖ未満となったことが約１０ｍｓ間隔で２回連続して検出されたとき、スイッチング
増幅部１５内の保護回路１５ａが作動して、スイッチング動作が停止していると判断して
、保護回路１５ａにリセット信号が供給されて、保護回路１５ａによる保護動作がリセッ
トされて、スイッチング増幅部１５でのスイッチング動作が再開される。従って、電源ノ
イズなどの一時的な要因で保護回路が作動したとき、その作動から約１０ｍｓ後に自動的
に復帰するようになる。従って、保護回路作動時のスピーカ装置からのオーディオの出力
としては、一時的にわずかの時間だけ途切れるだけであり、ユーザがリセット釦を操作し
たり、アンプ装置の電源を入れ直すような操作が必要なくなる。
【００３２】
また、このように保護回路が作動した際に、わずかな時間の経過後に自動的に復帰するよ
うにしたことで、このわずかな時間の一時的な出力停止が許容できるアンプ装置である場
合には、シールド板やコンデンサなどによるノイズ対策に、それほどコストをかける必要
がなくなり、アンプ装置の製作コストを低減させることが可能になる。
【００３３】
さらに本例の場合には、図４のフローチャートのステップＳ１３，Ｓ１４に示すように、
１０ｍｓ間隔で２回連続してスイッチング出力の電圧を判断するようにしたので、一時的
な誤検出による誤動作の影響を回避でき、確実に保護回路の作動を検出できるようになる
。
【００３４】
なお、図４のフローチャートに示した例では、２回連続してスイッチング出力が停止状態
であるとき、保護回路に対してリセット信号を供給するようにしたが、そのリセット信号
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の供給後に、さらに連続して保護回路が作動するようなときには、リセット信号の供給を
行わないようにしても良い。図５のフローチャートは、この場合の処理例を示した図であ
る。
【００３５】
図５のフローチャートの動作について説明すると、ＣＰＵ２０は、メインルーチン（ステ
ップＳ１０）から、保護回路の動作状態の判定処理がスタートするサブルーチンに移ると
（ステップＳ１１）、アナログ／デジタル変換器２２の出力データを読み込んで、ローパ
スフィルタ２１の出力電圧値を判定し記憶する（ステップＳ１２）。そして、このとき判
定した電圧値が、０．８Ｖ未満か否か判断する（ステップＳ１３）。０．８Ｖ未満でない
場合（即ち０．８Ｖ以上である場合）には、このサブルーチンを終了し（ステップＳ１６
）、ステップＳ１０のメインルーチンに戻る。その後、約１０ｍｓの周期で、ステップＳ
１１の保護回路の動作状態を判定するサブルーチンに移る。
【００３６】
そして、ステップＳ１３の判断で、電圧値が０．８Ｖ未満であると判断したときには、前
回のサブルーチンで判定して記憶した電圧値が０．８Ｖ未満であったか否か判断する（ス
テップＳ１４）。ここで、前回判定した電圧値が０．８Ｖ以上であるときには、ステップ
Ｓ１６に移ってこのサブルーチンを終了し、ステップＳ１０のメインルーチンに戻る。こ
こまでは、図４のフローチャートに示した処理と同じである。
【００３７】
そして、ステップＳ１４の判断で、０．８Ｖ未満であると判断したときには、ステップＳ
１７に移って、１０回以上連続して、判定した電圧値が０．８Ｖ未満であったか否か判断
する。この判断で、判定した電圧値が０．８Ｖ未満であることが１０回以上連続している
場合には、ステップＳ１６に移ってこのサブルーチンを終了し、ステップＳ１０のメイン
ルーチンに戻り、リセット動作は行わない。そして、ステップＳ１７で、判定した電圧値
が連続して０．８Ｖ未満であった回数が１０回未満であると判断したときには、ステップ
Ｓ１５に移り、リセット信号を１０ｍｓ間、ローレベル信号“Ｌ”とし、その後ハイレベ
ル信号“Ｈ”に戻す処理を行い、その後ステップＳ１６に移って、このサブルーチンを終
了する。
【００３８】
この図５のフローチャートに示すように処理することで、リセット動作を行って保護回路
による保護動作をリセットしても、直後に再度保護動作が行われるようになった場合には
、保護動作のリセットが実行されなくなり、保護回路が作動して、スイッチング動作が停
止したままになる。
【００３９】
このようにリセットしても直ぐに保護動作が行われる場合には、保護回路が作動する原因
が除去されてないことが想定され、その場合には、保護回路が作動する原因（例えばスピ
ーカ接続端子の短絡など）を除去してから、ユーザがリセット釦を押したり、或いは電源
を入れ直すことで、従来と同様に、保護回路の作動を復帰させることが可能になる。
【００４０】
なお、上述した実施の形態では、１ビット方式のデジタルオーディオデータに基づいてパ
ルス幅変調されたＰＷＭ信号を生成させて、パワースイッチのスイッチングを制御するよ
うにしたが、ＰＤＭ（ Pulse Duration Modulation ）方式などのその他のパルス変調され
た信号でスイッチングを制御して、増幅された信号を得る各種方式のスイッチングアンプ
装置にも、本発明が適用できるものである。
【００４１】
また、上述した実施の形態では、入力したオーディオ信号に基づいて、接続されたスピー
カ装置を駆動させる単体のアンプ装置として構成したが、再生装置などのオーディオ信号
源やスピーカ装置などが一体化されたオーディオ機器のアンプ部にも本発明が適用できる
ことは勿論である。
【００４２】
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また、上述した実施の形態では、スイッチング増幅部とスピーカ接続端子との間に、スイ
ッチングにより発生した高周波成分を除去するローパスフィルタ（図１でのローパスフィ
ルタ１６に相当）を設ける構成としたが、接続されるスピーカ装置側に同様のローパスフ
ィルタが接続されている場合、或いはスピーカ装置の特性上から、高域の除去が不要の場
合には、出力用のローパスフィルタを省略しても良い。
【００４３】
【発明の効果】
本発明によると、保護手段が作動しても自動的に保護動作をリセットさせる動作が実行さ
れる。従って、一時的なノイズなどの入力で保護手段が作動した場合には、保護手段が作
動しているわずかな時間だけ一時的に無音状態になるだけで、ユーザが復帰動作を行うこ
となく自動的に復帰し、電源ノイズなどにより保護手段が作動して無音状態が継続するの
を効果的に防止できるようになる。
【００４４】
この場合、検出手段として、スイッチング手段が出力するパルス信号を平滑化するフィル
タ手段と、このフィルタ手段の出力電圧を判定する判定手段とで構成し、判定手段がパル
ス信号無しの状態の電圧を検出したとき、スイッチング動作が停止していることを検出す
るようにしたことで、スイッチング動作が停止していることを簡単に検出できるようにな
る。
【００４５】
また、スイッチング手段が出力するスピーカ駆動用のパルス信号は、検出手段が備えるフ
ィルタ手段とは別のフィルタ手段で高周波成分を除去して、スピーカに供給するようにし
たことで、それぞれのフィルタ手段の特性を最適に設定でき、スイッチング動作の検出と
スピーカ供給用の出力とを良好に行える。
【００４６】
また、所定の回数連続してスイッチング動作が停止していることを検出手段が検出したと
き、制御手段は保護手段による保護動作をリセットさせることで、保護動作が行われる状
態が継続していることを確実に検出した上でリセットさせる動作が実行されるようになる
。
【００４７】
さらに、このように所定の回数連続してスイッチング動作が停止していることを検出した
ときにリセットさせるようにした場合に、リセットの直後に、さらにスイッチング動作が
停止していることを検出手段が検出したときにはリセットを行わないようにしたことで、
保護手段を作動させる要因が継続している場合には、リセットさせる動作が実行されなく
なり、保護機能が有効に機能するようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態による全体構成の例を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施の形態による保護動作に関係した部分の構成の例を示す構成図で
ある。
【図３】スイッチング増幅部の出力波形例を示す波形図である。
【図４】本発明の一実施の形態による復帰動作の例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の他の実施の形態による復帰動作の例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１，１Ｌ，１Ｒ…スピーカ装置、１０…デジタルパワーアンプ装置、１１…入力端子、１
２…ゲインコントロール部、１３…デジタルシグマ変換部、１４…信号処理部、１５…ス
イッチング増幅部、１５Ｌ，１５Ｒ…スイッチング素子、１６，１６Ｌ，１６Ｒ…ローパ
スフィルタ、１７，１７Ｌ，１７Ｒ…出力端子、１８…電源回路、１９…操作部、２０…
中央制御ユニット（ＣＰＵ）、２１…ローパスフィルタ、２２…アナログ／デジタル変換
器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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